
はじめての動画広告！
種類と配信前に知っておくべきことを解説
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動画広告とは？



動画広告は読んで字の如く、動画を使った
広告のことです。Web上で「広告」として
動画が流されていれば「動画広告」の扱い
となります。

株式会社サイバーエージェントが発表した
プレスリリースによれば、2019年の動画
広告市場は、昨年対比141％の2,592億円
に達する見通しです。5Gの実現で動画利
用が増えると考えられるため、今後も市場
は伸びていくと予想されています。

通信環境が向上することで、高度な技術を
使用できたり、動画の見せ方もより複雑な
ものが可能になります。その結果、様々な
コンテンツが動画に置き換わるなど、今後
ますます動画広告を目にする機会が増えそ
うですね。

動画広告とは？

動画広告市場推計・予測　<広告商品別>　（2018年－2025年）
出典：サイバーエージェント、2019年国内動画広告の市場調査を実施



動画広告のメリット



動画広告は、バナーなどの静止画広告とは異なり、映像と音声で「視覚」と「聴覚」の両方に訴え
かけることができるため、短期間で多くの情報を伝えることが可能。なんと動画はテキストの
5,000倍の情報量と言われており、見る人の印象に残しやすいという特徴があります。

印象は視覚と聴覚で93%が決まる
いわゆる「メラビアンの法則」ですが
「人の印象は3つの情報で決まる」と
いわれます。
視覚：55%、聴覚：38%、言語：7％
理論上では視覚と聴覚で93%を占めて
おり、これらを兼ね備える動画広告
は、イメージづけに有効ですね！

短時間で多くの情報を伝えられる

動画は、テキストの5,000倍の情報量



見て内容が分かる映像になっていれば、文字を読みづらくなったご年配の方やお子様、言語が異な
る国の人相手でも、「どんなサービスか」がイメージ出来るようにアプローチできます。映像・音
声・テロップなどを複合して活用することで、従来のテキスト文や静止画バナーでは難しかった表
現が可能ですので、訴求の幅が広がります。

長尺・短尺など時間の長さによっても訴求
を変えられます！
たとえば6秒以内のスキップ不可広告であ
る「バンパー広告」という手法を使う場
合、「尺は短いが、スキップされない」と
いう特性があるので、それを活かしていき
なりインパクトの大きい訴求が有効など、
使い分けられます！

「文字」以外の訴求が出来る

映像だけで、どんなものかを理解できるのが強み



基本的に最低出稿金額が定められていない媒体であれば、実際に配信できるかどうかは別として、
1円単位から動画広告は始められます。弊社では、月額5万円といった少額予算で配信しているお客
様も多数いらっしゃいます。ケースバイケースではありますが、1回の視聴単価が安くなりやすいた
め、効率的に配信ができます。

Youtube広告なら、ブランドリフト調査も
可能！
ブランドの認知度を調査できる広告手法＝ブラン
ドリフト調査というものが存在します。シンプル
にいうとYoutube動画上でアンケートを広告とし
て配信する手法です。見たことがある方もいらっ
しゃるのではないでしょうか。こちらは利用する
だけでも相応の御予算が必要にはなりますが、他
では出来ないアンケートを使った認知度・ブラン
ド浸透度調査ができるうえに、それらの情報が資
産となる、画期的な手法です。

テレビCMより安く配信しやすい

少額でも多くの配信量を確保しやすく、
ブランディングに最適



動画広告の種類



【インストリーム分類3種】

・プレロール広告
　動画が始まる前に流れる広告
・ミッドロール広告
　動画の途中で流れる広告
・ポストロール広告
　動画が終わった後に流れる広告

動画再生画面で流れる動画広告です。
画面全体を使って大きく表示されるため、
視聴者の印象に残りやすいことが特徴で
す。ユーザーが視聴選択できる「スキッパ
ブル広告」と、強制的に視聴させる「ノン
スキッパブル広告」があります。

インストリーム広告

動画広告といえばインストリーム広告
弊社で動画広告を配信されるお客様の大半
がインストリーム広告で配信されていま
す。どれにしようか迷うようであればイン
ストリーム広告を選択しましょう。再生途
中に表示されるので、視聴者の印象に残り
やすい特徴があります。



静止画バナーが配信される箇所に流れる動
画広告をインバナー広告と呼びます。イン
ディスプレイ広告と言われることもありま
す。ブログなどのWebサイトにも表示され
るため、動画を見に来ていないユーザーに
対し、訴求できるのが強みです。

インバナー動画広告

基本は音声なしで流れる
ウェブサイトを閲覧している際に流れ
る広告のため、音声は基本なしで表示
されます。映像だけで内容が理解でき
るものを配信しましょう。



WebサイトやSNSなど記事や投稿の間に表
示される動画広告です。画面が表示された
ときに再生されるため、目に止まりやすい
特徴があります。はじめから動画を見せら
れるので、ストーリー性を持った広告と相
性がよいです。

インリード動画広告

「広告っぽさ」を抑えた広告手法
「投稿を見たい」というユーザーの本
来の目的を邪魔しないため、広告感が
薄いです。ブランドイメージを重視さ
れる場合、特におすすめの広告です。



動画広告が配信できる主要媒体



YouTubeに掲載できる動画広告です。
YouTubeは世界最大の動画共有サービスで
あるため、動画を使った認知拡大施策全般
におすすめです。公式情報によると「全イ
ンターネット人口の約3分の1」ものユーザ
ーが利用しているようです。男性女性問わ
ず10代から60代まで利用しています。

TrueView広告

3種類から配信形式を選択可能
任意の動画を順番に見せるシーケンス形式も登場



FacebookとInstagramのタイムラインに動
画広告を配信できます。基本的に実名で興
味関心含めたプロフィール登録をしている
ユーザーが多いため、精度の高いターゲテ
ィングが可能です。両者はシステムで繋が
っており、Facebook／Instagramの各配信
面を任意で選択可能です。

Facebook・
Instagram広告



Twitterのタイムラインにツイートとセッ
トで動画広告を配信できます。Twitter広
告は、フォロワー以外のユーザーに広告を
表示できるため、情報が拡散されやすいで
す。また広告がリツイートされても費用は
かからないので、拡散されるほど低コスト
で情報を拡散できます。

Twitter広告



LINE内に動画広告を配信可能です。高い月
間アクティブユーザー数を誇るタイムライ
ンとLINE NEWSへの配信に加え、総勢
2,400組以上の公式ブロガーが活躍する
LINE BLOGとダウンロード数1,700万を超
えるLINEマンガやLINEポイントへの配信
が可能です。

LINE広告



動画広告を配信する上で知っておくべきこと



かけてもいい金額を算出しましょう！
媒体の課金形式に合わせて、かけるべき金額を
決めておくと目標数値が明確になって運用しや
すくなります。
CPV=広告予算÷再生回数
CPM=広告予算÷表示回数×1,000
CPC=広告予算÷クリック数

課金形式は3つ



最初の3～5秒で興味を引こう！
冒頭で「何を訴求した広告か」をユーザーが理解できる構成にすることが重要。とYahoo! でも
発表しています。短い時間でも印象に残る動画になるようにすることを意識しましょう。冒頭
の数秒で、動画広告の内容が訴求できるかどうかで、態度変容に大きな効果差が生じる傾向が
あるようです。
Yahoo!JAPANが考える「動画広告」の４原則

当たり前のようなことですが、動画広
告は後半になればなるほど離脱者が増
えます。多くのユーザーにサービスの
魅力を伝えるために、伝えるべきこと
は「動画のはじめ」にもってくると効
果的です。弊社が運用中の案件でも、
これを裏付けるデータがでています。

伝えるべきことを最初に訴求

動画は前半のほうが見られている

https://yahoojp-marketing.tumblr.com/post/183438230653/20190314


人気のある広告枠に配信する場合は視聴単価は高くなりやすい
基本的にオークション形式ですので、視聴単価は配信する広告枠が広告主にどれだけ人気なの
かで決まります。広告を出したい人が多ければ視聴単価は高くなり、少なければ低くなりま
す。人気のある広告枠に出す場合は、入札を高めにしないと広告の表示回数は少なくなること
が多いです。

媒体によっては上限視聴単価の設定が可能で
す。目的が認知拡大の場合、予算内でできるだ
け多くの人に視聴してもらうために、視聴単価
を低く設定することを推奨します！はじめは高
めに設定して、徐々に下げていくのがポイン
ト。ただし低くすぎると広告が表示されにくく
なるので注意が必要です。

視聴単価を低めに設定する

多くの人に視聴されることが、認知拡大に繋がる



カルテットコミュニケーションズのご紹介



OUR
MISSION

全国の中小企業集客事情を
Webのチカラで変革する
- 世界一効率的な代理店になる -



動画広告の運用なら
弊社にお任せください！

初期費用・最低利用期間なし

手数料「30,000円から」運用代行いたします。
1,000業種以上の業種とか関わってきたからこそ
出せる豊富な実績がございます。

QuartetCommunications



動画広告の
配信事例

上画像から無料ダウンロードページへと遷移できます。
実際の動画広告成功事例についてご興味がある方は、

本書とあわせて是非御覧ください！

https://lp.quartet-communications.com/white-paper/video-ads-case-study
https://lp.quartet-communications.com/white-paper/video-ads-case-study


中小企業Web集客の専門家！
動画広告なら弊社へお任せください。

QuartetCommunications

弊社関連資料
お問い合わせ

0120-993-414
受付時間�平⽇10時〜18時

https://quartet-communications.com/service/brochure
https://quartet-communications.com/template14/brochure
https://quartet-communications.com/partner
https://quartet-communications.com/voices/brochure
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mail magazine

無料メルマガ登録
毎営業日更新！Web集客お役立ち
ブログを定期的にお届けします

blogcontact

https://lp.quartet-communications.com/mail-magazine
https://lp.quartet-communications.com/mail-magazine
https://quartet-communications.com/blog
https://quartet-communications.com/contact
https://quartet-communications.com/contact

